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＜ポイント＞ 

続発性骨粗鬆症は基礎疾患や薬剤など多様な要因で生じ、骨折患者ではその関与を常に疑うことが重要であ

る。検査異常の見逃し防止やスクリーニングの実施が求められ、多職種で情報共有し診断・介入につなげる必

要がある。 

＜本文＞ 

加齢や性ホルモンの低下などが主因として起こる原発性骨粗鬆症に対し、原因となる基礎疾患が存在するも

のが続発性骨粗鬆症である。続発性骨粗鬆症の原因としては、内分泌性疾患の他に、栄養性、薬物、不動性、

先天性、その他糖尿病、関節リウマチ、生活習慣病などがある 1）。また、グルココルチコイド誘発性骨粗鬆症

や性ホルモン低下療法など癌治療関連骨減少症のように、疾患治療薬が骨粗鬆症を誘発することもある 2)。す

なわち、数多くの疾患や薬剤が骨粗鬆症の原因や骨折リスクになることがある。特に、脆弱性骨折を起こした

患者は、その原因が続発性骨粗鬆症によるものであるかどうかを常に意識しておく必要がある。また、骨軟化

症等のような骨粗鬆症類縁疾患も脆弱性骨折の原因となるため念頭に置くことが必要である 3)。 

 

 

表1：脆弱性骨折患者の続発性骨粗鬆症を疑うきっかけ（文献4より引用改変）
若年者・男性での低骨密度・脆弱性骨折
幼小児期から繰り返す脆弱性骨折
年齢不相応な低骨密度
骨粗鬆症治療薬への反応不良
血液・尿検査などの検査異常
偏食・胃切除後・大量飲酒・低体重・無月経・早期閉経・長期臥床・がん治療など
続発性骨粗鬆症の原因となる病歴
内分泌性疾患の存在を疑わせる症状・徴候
グルココルチコイドなどの骨代謝に影響を与える薬剤の長期投与



いつ疑うか 

 続発性骨粗鬆症を疑うきっかけは様々あるが（表 1）、

骨折患者と対するときに原因となる病態が潜んでいな

いか意識する必要がある。また、検査値の異常などは医

師が続発性骨粗鬆症を意識していないこともあるので、

フィードバックすることも重要である（表 2）。 

 国際骨粗鬆症財団の二次骨折予防のためのベストプ

ラクティスフレームワーク（図 1）では、「患者が骨粗鬆

症になる理由を調査することが重要であり、その原因を

調査するためには、続発性骨粗鬆症の原因についてスク

リーニングを行う検査アルゴリズムが必要である」と述

べられており、その実施率においてレベル 1から 3が規

定されている。 

 

 

情報の共有 

続発性骨粗鬆症鑑別のための情報は、様々な専門職が患者と接することによって認知することができる。これ

らの情報を職種間で共有し、さらに主治医や専門医に伝えることで続発性骨粗鬆症としての診断・介入が可能

となる（図 2）。 

 

表2：続発性骨粗鬆症の鑑別に必要な検査結果
（文献5より引用改変）

貧血
白血球増加

高カルシウム血症
低カルシウム血症

低リン血症
高アルカリホスファターゼ血症

肝機能障害
低コレステロール血症

高血糖
CRP（C反応性タンパク質）高値

尿糖
尿蛋白

高カルシウム尿症



 

＜事例＞ 

 疾患から骨粗鬆症を診断した一次骨折予防ではあるが、胃切除術を施行した患者は 76例に骨密度検査，

骨代謝マーカー測定を行い骨粗鬆症と診断された患者は 16例（26 %）あった 7)。 
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